
令和7年度 キャンパスメンバーズ
メンバー加入校の方は、学生証などの提示で、
常設展は無料、特別展は半額でご覧いただけます。

 東北生活文化大学

 東北生活文化大学短期大学部

 宮城学院女子大学

 東北学院大学

 東北文化学園大学

 放送大学宮城学習センター

※全履修生・選科履修生・科目履修生に限る

 東北医科薬科大学

 仙台白百合女子大学

 仙台高等専門学校

 東北工業大学

 東北文化学園専門学校

 東北大学 文学部

/ 東北大学大学院 文学研究科



 

入会のご案内 

 対象 

大学、短期大学、高等専門学校、専修学校、各種学校と、これらを設置する法人がご入会いただけます。 

学部等の単位でもご入会いただけます。事前にご相談ください。 

 

 特典 

ご入会いただいた学校、学生や教職員の皆様には、お得な特典をご用意しています。 

  

常設展示を でご覧いただけます。

•東北歴史博物館の常設展示は、旧石器時代から近現代までの東北地方全体の歴

史を、時代別の９つのコーナーに分けた総合展示、「民俗・民芸」、「個人コ

レクション」、「美術工芸・歴史」などの３つのテーマ展示、行事や芸能、技

術といった無形の民俗を対象に制作した当館オリジナル映像の映像展示で構成

され、見ごたえのある展示となっています。

特別展（企画展）を でご覧いただけます。

•特別展(企画展)を割引料金（設定された料金の５割引）でご覧いただけます。

※詳しくは特別展一覧をご確認ください。

ご入会いただいた学校に、学生向けの案内、展覧会情報をお届けします。

•貴学の職員や学生がキャンパスメンバーであることを知るための案内や、各館のニ

ュース・所蔵品目録、展覧会のチラシ・ポスター、図録等を学校にお送りします。

博物館において、ご入会いただいた学校の教育活動に最大限ご協力いたします。

•メンバー校が当館で行う校外活動、研修、見学等について、当館職員が協力します。

ご入会いただいた学校を掲出いたします。

•文化活動の支援団体として、学校名を当館のホームページに掲出します。

キャンパスメンバーズ 



 有効期間 

2025 年度メンバーの有効期間は、2025 年 4 月 1 日から 2026 年 3 月 31 日までとなります。年度途中の入会も可能です。 

 

 区分と年会費 

       学生数      年会費            月割額   

         ５ ０ ０ 人 未 満       １ ６ , ０ ０ ０ 円      １ , ４ ０ ０ 円 

    ５ ０ ０ ～ １ ０ ０ ０ 人 未 満      ２ ８ , ０ ０ ０ 円      ２ , ４ ０ ０ 円 

   １ ０ ０ ０ ～ １ ５ ０ ０ 人 未 満      ３ ７ , ０ ０ ０ 円      ３ , １ ０ ０ 円 

   １ ５ ０ ０ ～ ２ ０ ０ ０ 人 未 満      ５ ２ , ０ ０ ０ 円      ４ , ４ ０ ０ 円 

   ２ ０ ０ ０ ～ ２ ５ ０ ０ 人 未 満      ６ ７ , ０ ０ ０ 円      ５ , ６ ０ ０ 円 

   ２ ５ ０ ０ ～ ３ ０ ０ ０ 人 未 満      ８ ２ , ０ ０ ０ 円      ６ , ９ ０ ０ 円 

   ３ ０ ０ ０ ～ ３ ５ ０ ０ 人 未 満      ９ ７ , ０ ０ ０ 円      ８ , １ ０ ０ 円 

   ３ ５ ０ ０ ～ ４ ０ ０ ０ 人 未 満     １ １ ２ , ０ ０ ０ 円      ９ , ４ ０ ０ 円 

   ４ ０ ０ ０ ～ ４ ５ ０ ０ 人 未 満     １ ２ ７ , ０ ０ ０ 円     １ ０ , ６ ０ ０ 円 

   ４ ５ ０ ０ ～ ５ ０ ０ ０ 人 未 満     １ ４ ２ , ０ ０ ０ 円     １ １ , ９ ０ ０ 円 

    ５ ０ ０ ０ ～ ５ ５ ０ ０ 人 未 満    １ ５ ７ , ０ ０ ０ 円     １ ３ , １ ０ ０ 円 

    ５ ５ ０ ０ ～ ６ ０ ０ ０ 人 未 満    １ ７ ２ , ０ ０ ０ 円     １ ４ , ４ ０ ０ 円 

    ６ ０ ０ ０ ～ ６ ５ ０ ０ 人 未 満     １ ８ ７ , ０ ０ ０ 円     １ ５ , ６ ０ ０ 円 

    ６ ５ ０ ０ ～ ７ ０ ０ ０ 人 未 満     ２ ０ ２ , ０ ０ ０ 円     １ ６ , ９ ０ ０ 円 

    ７ ０ ０ ０ ～ ７ ５ ０ ０ 人 未 満     ２ １ ７ , ０ ０ ０ 円     １ ８ , １ ０ ０ 円 

    ７ ５ ０ ０ ～ ８ ０ ０ ０ 人 未 満     ２ ３ ２ , ０ ０ ０ 円     １ ９ , ４ ０ ０ 円 

    ８ ０ ０ ０ ～ ８ ５ ０ ０ 人 未 満     ２ ４ ７ , ０ ０ ０ 円     ２ ０ , ６ ０ ０ 円 

    ８ ５ ０ ０ ～ ９ ０ ０ ０ 人 未 満     ２ ６ ２ , ０ ０ ０ 円    ２ １ , ９ ０ ０ 円 

    ９ ０ ０ ０ ～ ９ ５ ０ ０ 人 未 満     ２ ７ ７ , ０ ０ ０ 円     ２ ３ , １ ０ ０ 円 

    ９５００人以上     ２ ８ ５ , ０ ０ ０ 円     ２ ３ , ８ ０ ０ 円 

※年度途中に入会する場合の年会費は、入会日の属する月の翌月から当該年度末までの月割計算となります。 

（ただし、入会日が月の初日の場合にあってはその属する月からとする） 

詳しくは、東北歴史博物館お申込・事前相談窓口までお問い合わせ下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ご入会手続きについて 

 

  

申込の準備

•入会を希望される学校は所定の入会申込書に必要事項をご記入
の上、下記①～④の資料を添えて申込先までご送付ください。

•①東北歴史博物館キャンパスメンバーズ入会申込書

•②特典の対象となる「学生証」及び「教職員証」のサンプル
（カラーコピーでも可）

•③学校基本調査（申込時直近のもの）の在学者数が明記された
部分の写し

•※入会申込書の学生数と相違がないようにお願いします。

•④学校要覧等（ご継続の場合は不要）

申込書の送付

•上記①～④を申込締切日までに東北歴史博物館にお送りください。

年会費のお振込み

•入会手続き終了後に納付書を送付します。

•年会費を指定する期日までに 納入して下さい。

会員証等の送付

•入会手続きが終了した学校に、有効期限を記載したメンバー証を

お送りいたします。

お申込締切（令和 7 年４月新規開始・年度更新） 

令和 7 年３月１５日（土）まで 

※申込締切日以降のお申込みについては、別途ご相談ください。 

お申込・事前相談窓口 

 東北歴史博物館 管理部情報サービス班 

 ☎０２２－３６８－０１０６ 

 ✉thm-service@pref.myagi.lg.jp 



 令和 7 年度に予定している「特別展」 

 

 

  

QuizKnockと巡る江戸東京博物館展

• 令和７年４月１９日（土）～６月２２日（日）

• 一般1,500円 → キャンパスメンバー職員・学生750円

(キャンパスメンバーのうち高等専門学校は4年生以上が750円、1～3年生は300円)

• 本展は、東京都江戸東京博物館の約9,000 ㎡にも及ぶ広大な常設展示室から「江戸ゾーン」に焦点

を当て、本展のためにセレクトされた貴重な実物資料や再現・体験模型などにより「リアルな江戸時代」を

体感していただくものです。さらに、クイズ王伊沢拓司氏率いる知的エンタメ集団QuizKnock（クイズノッ

ク）が、彼らならではの視点で江戸の歴史を紐解いていきます。

• 江戸時代の庶民の文化、浮世絵などの美術について学ばれている方にもおすすめします。

世界遺産 縄文 展

• 令和7年７月１２日（土）～９月１５日(月・祝)

• 一般1,600円→キャンパスメンバー職員・学生800円

(キャンパスメンバーのうち高等専門学校は4年生以上が800円、1～3年生は400円)

• 本展では、東北・北海道の豊かな自然環境のもとで成熟した縄文文化が世界中から注目されることとな

りました。この地域には、縄文人の暮らしを伝える豊かな自然環境とそこに残された遺跡が数多くあります。

世界遺産と東北・北海道各地の縄文遺跡群から、自然と共生した「北の縄文文化」を発信します。

• 考古学、特に東北・北海道の縄文遺跡や旧石器や縄文土器など当時使用されていた道具などに興味

のある方に特におすすめします。

宮城に生きる民俗 －暮らしを伝えるモノ語り－ 展

• 令和７年１０月１１日（土）～１２月２１日（日）

• 一般1,000円→キャンパスメンバー職員・学生500円

(キャンパスメンバーのうち高等専門学校は4年生以上が500円、1～3年生は無料です)

• 宮城では多種多様な風土に根差した暮らしが営まれてきました。本展は、県内３５市町村が収蔵する

民俗資料を一堂に公開し、その魅力に迫るものです。過去には「宮城県緊急民俗資料分布調査」を実

施し、失われゆく生活や文化を記録に留めました。本展では以来５０年間にわたる調査研究の成果を

振り返り、宮城に生きる民俗を描き出します。名もなき人々が日々の暮らしのなかで使い続けてきたモノ、

時代の変化に応じて生まれては消えていったモノを通して、来館者が自らの暮らしを振り返り、これからの生

き方を考えるきっかけとなる展示を目指します。

• 地域の歴史や、民俗学などの文化財について学ぶ学生におすすめします。

美術・デザイン 

歴史学 

民俗学 

文化学 考古学 

歴史学 文化財学 

文化学 歴史学 


